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No.457

今月の表紙：名古屋城本丸御殿の表書院・上段之間
場所：愛知県名古屋市 https://www.mirokukai.ne.jp/

中部会企画①
歴史情緒を観光に生かす郡上八幡

中部会企画②
「なごやめし」の決め手 八丁味噌を知る事務所訪問

永谷文人税理士事務所

効果を高める会議術

15

19

2 12

144

8
シリーズ企画

ミロク会計人会連合会＆単位会
定期総会開催報告

第44回全国統一研修会 函館大会
開催のご案内

ミロクシステムQ&A
『会計大将』

会計人のリレーエッセイ
中部ミロク会計人会　青島 和伸
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「
素
晴
ら
し
い
国
、

	

日
本
の
覚
醒
を
待
望
す
る
！
」

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
幕
を
開
け
た
令
和
。

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
時
代
に
な
る
の
か
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動
や
選
択
が
未
来
を
作
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。新
た
な
時
代
の
到
来
と
と
も
に
価
値
観
や
シ
ス
テ
ム
が
変

革
す
る
中
、職
業
会
計
人
は
よ
り
い
っ
そ
う
多
種
多
彩
な
視
点
の
獲
得
と
専
門
技
能
を
有
す
る
必

然
性
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

刻
々
と
変
化
す
る
現
代
を
正
確
に
捉
え
、み
な
さ
ま
に
最
新
の
情
報
や
技
術
を
提
供
し
開
催
し

て
参
り
ま
し
た
全
国
統
一
研
修
会
。44
回
目
の
今
回
は
、国
内
で
も
屈
指
の
人
気
を
誇
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
・
函
館
で
、あ
ら
た
め
て
社
会
の
潮
流
を
感
じ
る
こ
と
で
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
活
性
化
と

会
員
事
務
所
及
び
関
与
先
企
業
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
と
考
え
ま
す
。ご
多
用
中
の
と
こ
ろ
誠
に

恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、全
国
統
一
研
修
会
に
多
数
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

式典・基調講演

日
本
の
覚
醒
を
待
望
す
る
！
」

■日程　令和元年10月17日（木）
■会場　函館国際ホテル
〒040-0064　北海道函館市大手町5-10
TEL：0138-23-5151

■主催：ミロク会計人会連合会　■担当：北海道ミロク会計人会　■協賛：株式会社ミロク情報サービス

■受付／午後0時30分～午後1時45分
■式典・基調講演／午後1時45分～午後4時00分
■第1・2・3・4分科会／午後4時30分～午後6時00分
■懇親パーティー／午後6時30分～午後8時30分
■郷土物産展／午後0時30分～午後7時00分

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

1
9
5
2
年
、米
国
ア
イ
ダ
ホ
州
生
ま
れ
、ユ
タ
州
育
ち
。71
年
、米
ブ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大

学
在
学
中
に
19
歳
で
初
来
日
。75
年
、沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
の
際
に
ア
メ
リ
カ
館
の
ガ
イ
ド

と
し
て
再
来
日
。80
年
、大
学
院
を
卒
業
し
法
学
博
士
号
と
経
営
学
修
士
号
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
弁
護
士
資
格
を
取
得
。東
京
の
国
際
法
律
事
務
所
に
就
職
。83
年
、テ
レ
ビ
番
組『
世
界
ま

る
ご
と
H
O
W
マ
ッ
チ
』に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
、一
躍
人
気
タ
レ
ン
ト
と
な
る
。近
年
は
企

業
経
営
や
講
演
、執
筆
活
動
を
行
う
。夕
刊
フ
ジ
連
載『
ニ
ッ
ポ
ン
の
新
常
識
』、読
売
テ
レ
ビ

系『
そ
こ
ま
で
言
っ
て
委
員
会
N
P
』、D
H
C 

テ
レ
ビ『
真
相
深
入
り
！ 

虎
ノ
門
ニ
ュ
ー

ス
』な
ど
で
、「
国
が
国
民
を
守
れ
な
い
憲
法
9
条
こ
そ
が
憲
法
違
反
」な
ど
の
大
胆
な
発
言
が

話
題
に
な
る
。著
書『
儒
教
に
支
配
さ
れ
た
中
国
人
と
韓
国
人
の
悲
劇
』（
講
談
社
+
α
新
書
）

は
2
0
1
7 

年
の
新
書
売
上
げ
第
1
位
、約
50
万
部
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。そ
の
他
、『
ま
だ

G
H
Q
の
洗
脳
に
縛
ら
れ
て
い
る
日
本
人
』（
P
H
P
研
究
所
）、『
日
本
覚
醒
』（
宝
島
社
）、『
日

本
人
だ
け
が
知
ら
な
い
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
日
本
人
』（
S
B 

新
書
）な
ど
の
単
著
は
各
社

で
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
お
り
、共
著
を
含
む
著
書
の
大
半
は
、出
版
不
況
と
言
わ
れ
る
中
で
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

時
間
：
午
後
1
時
45
分
〜
4
時
00
分

会
場
：
天
平
の
間（
本
館
2
階
）

講
師
：
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
弁
護
士
、	

タ
レ
ン
ト
　

ケ

Kent Sidney G
ilbert

ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト 

氏
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時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
： 

青
柳
の
間（
本
館
２
階
）

運
営
・
企
画
：
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会・シ
ス
テ
ム
開
発
委
員
会

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
：
末
広
の
間（
本
館
２
階
）

講
師
：
十
勝
バ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長　

野の
む
ら村 

文ぶ
ん
ご吾 

氏

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
：
ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
間（
本
館
２
階
）

講
師
：
学
芸
員 

木き
む
ら村 

裕ひ
ろ
と
し俊 

氏

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
：
ス
カ
イ
バ
ン
ケ
ッ
ト
西
館
８
階

講
師
：
函
館
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

「一い
ち
の
え

會
の
会
」会
長
　
佐さ

と
う藤 

喜き
く
え

久
恵 

氏

会
員
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ
た
相
続
税
申
告
書
シ
ス
テ
ム
の
新
機
能
が
完
成
し
ま
し
た
。昨

年
3
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
M
J
S
の
改
良
版 
相
続
税
申
告
書
シ
ス
テ
ム
に
は
、次
の
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
相
続
財
産
の
分
け
方
で
、複
数
パ
タ
ー
ン
の
申
告
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
、従
来
は
一
つ
の
分
け

方
で
申
告
書
を
作
成
し
、そ
の
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
し
て
い
く
つ
か
パ
タ
ー
ン
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。こ
の
方
法
で
す
と
そ
の
後
に
財
産
の
漏
れ
を
見
つ
け
た
場
合
、各
々
に
追
加
し
て
入

力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。改
良
版
は
、一
つ
の
デ
ー
タ
か
ら
5
パ
タ
ー
ン
ま
で
作
成
で
き
、

追
加
の
財
産
が
あ
れ
ば
各
々
の
パ
タ
ー
ン
に
連
動
し
て
表
示
さ
れ
ま
す
。

・
改
良
版
で
は
、二
次
相
続
に
つ
い
て
も
申
告
予
測
が
で
き
ま
す
。

・
改
良
版
は
、図
表
を
多
く
取
り
入
れ
、カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
う
と
分
か
り
や
す
い
説
明
資

料
が
印
刷
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
新
機
能
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

1
9
6
3
年
、北
海
道
帯
広
市
生
ま
れ
。82
年
に
函
館
ラ
・
サ
ー
ル
高
校
を
卒
業
し
、88
年
に
小
樽
商

科
大
学
を
卒
業
。同
年
、国
土
計
画（
株
）（
現 

西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）入
社
。98
年
に
十
勝
バ
ス（
株
）

に
入
社
し
、2
0
0
3
年
よ
り
現
職
。他
の
審
議
会
な
ど
の
兼
職
状
況
と
し
て
は
、04
年
に
十
勝
地
区
バ

ス
協
会
会
長
な
ら
び
に（
一
社
）北
海
道
バ
ス
協
会
理
事
に
就
任
、07
年
に
帯
広
商
工
会
議
所
副
会
頭
に

就
任
、08
年
に
帯
広
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
副
会
長
に
就
任
、13
年
に
十
勝
圏
二
次
交
通
活
性
化
推

進
協
議
会
会
長
に
就
任
、14
年
に
国
土
交
通
省 

バ
ス
の
運
転
者
の
確
保
及
び
育
成
に
向
け
た
検
討
会 

委

員
な
ど
。

　

1
9
4
7
年
、北
海
道
桧
山
郡
江
差
町
生
ま
れ
。66
年
に
日
本
鉄
道
建
設
公
団
に
入
社
。主
に
ト
ン
ネ
ル
技

術
者
と
し
て
青
函
ト
ン
ネ
ル
、東
北
新
幹
線
八
甲
田
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
携
わ
り
、鉄
道
建
設
所
長
、工
事
課
長

な
ど
を
経
験
。2
0
0
8
年
に
鉄
道
運
輸
機
構
を
定
年
退
職
、奈
良
大
学
に
再
入
学
し
歴
史
学
を
学
ぶ
。12
年

に
同
大
学
に
お
い
て
学
芸
員
資
格
を
取
得
し
、翌
年
に「
平
成
25
年
度
、神
山
茂
奨
励
賞
」を
受
賞
。主
な
著
書

に『
箱
館
戦
争
と
碧
血
碑
』『
覆
刻
版　

碧
血
碑
物
語
』（
三
和
印
刷
）、『
道
南
十
二
館
の
謎
』（
北
海
道
出
版
企
画

セ
ン
タ
ー
）、『
願
乗
寺
川
物
語
』（
長
門
出
版
社
）、『【
現
代
語
訳
】新
羅
之
記
録
』（
無
明
舎
出
版
）、『
文
献
史
料

で
読
み
解
く
渡
嶋
蝦
夷
』（
島
本
出
版
）な
ど
。

　

街
を
知
り
つ
く
し
た
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド「
一
會
の
会
」が
、歴
史
と
ロ
マ
ン
の
宝
庫
で
あ
る
函
館

の
魅
力
や
街
歩
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
デ
ィ
ー
プ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。知
ら
な
か
っ
た
函
館
の
素
顔
に
出
会
う
、小

さ
な
旅
に
出
会
う
見
ど
こ
ろ
情
報
満
載
で
す
。な
お
、「
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
」と
は
、ア
イ
ヌ
の
人
々
の「
こ
ん
に

ち
は
」と
い
う
挨
拶
で
す
。「
あ
な
た
の
心
に
そ
っ
と
ふ
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
い
う
温
か
い
思
い
が
込

め
ら
れ
た
、こ
れ
か
ら
の
北
海
道
の
お
も
て
な
し
の
合
言
葉
で
す
。

第
3
分
科
会

第
4
分
科
会

第
2
分
科
会

第
1
分
科
会

「
凄
い
ぞ
！
相
続
税
申
告
書

シ
ス
テ
ム
の
新
機
能
」

「
お
客
様
密
着
！	

十
勝
バ
ス
の
経
営
」

「
箱
館
戦
争
と
碧
血
碑
」

「
よ
う
こ
そ
！
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ

函
館
の
魅
力
を
あ
な
た
へ
」

日程／令和元年10月17日（木）
 午後０時30分～午後７時 

日程／令和元年10月17日（木）
 午後6時30分～ 8時30分
定員／ 450名　会場／天平の間（本館２階）

日程／令和元年10月18日（金）
会場／アンビックス函館倶楽部
〒049‐0133 北海道北斗市柳沢323‐1
※定員100名

3日間コース
日程／令和元年10月18日（金）～20（日）
日帰りコース
日程／令和元年10月18日（金）

第7回郷土物産展

懇親パーティー

懇親ゴルフ大会

記念旅行
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顧
問
先
に
は
自
分
の
言
葉
で

誠
心
誠
意
接
す
る

―
ま
ず
は
事
務
所
創
業
の
経
緯
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

永
谷 

文
人
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

創
業

者
の
永
谷 

博
茂
は
地
元
農
家
の
4
男
の
生
ま

れ
で
、
税
務
署
に
勤
め
た
後
、1
9
7
1
年

に
税
理
士
と
し
て
当
事
務
所
を
開
業
し
ま
し

た
。
当
時
、
安
城
市
に
は
ま
だ
企
業
が
少
な

く
、
税
理
士
開
業
も
市
内
で
3
番
目
と
非
常

に
珍
し
か
っ
た
よ
う
で
す
（
現
在
で
は
市
内

に
約
1
5
0
事
務
所
）。
あ
た
り
一
面
農
地

で
し
た
が
、
徐
々
に
工
業
都
市
へ
と
変
貌
し

つ
つ
あ
る
時
期
で
、
農
家
の
長
男
が
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
で
起
業
す
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
開
業
し
た
て
の
頃
は

自
転
車
で
市
内
を
ま
わ
っ
て
新
規
顧
問
先
開

拓
を
進
め
た
そ
う
で
す
。
現
在
も
顧
問
先
の

割
合
と
し
て
は
約
8
割
が
市
内
で
す
。
さ
さ

い
な
用
事
や
相
談
事
で
も
駆
け
つ
け
る
な
ど
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
地
元
密
着
で
地
場
企
業

の
経
営
者
た
ち
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
先
代
は
開
業
し
て
10
年
ほ
ど
は
自

宅
で
業
務
を
続
け
、
現
在
の
自
社
ビ
ル
は
80

年
に
建
て
た
そ
う
で
す
。

―
2
代
目
で
あ
る
永
谷
先
生
も
、
先
代
と

同
じ
く
も
と
も
と
は
税
務
署
に
勤
め
て
い
た

そ
う
で
す
ね
。

永
谷　

税
務
署
で
働
き
な
が
ら
資
格
を
取
得

し
、
在
職
中
に
先
代
の
創
業
者
の
娘
と
結
婚
、

91
年
に
永
谷
博
茂
税
理
士
事
務
所
（
当
時
）

に
入
所
し
ま
し
た
。

―
同
じ
税
務
業
界
と
は
い
え
、
国
税
局
職

顧問先にも職員にも「自分の言葉で誠心誠意接する」ことをモットーとする永谷文人税理士事務所 所長の永谷 文人先生。
長年、愛知県安城市で地域密着型の事務所として地元の顧問先とのつながりを大事にし、
現在ではさまざまな地域活動のサポートも行っています。

顧問先は地元が8割
地域密着と誠意ある対応が評判

事 務 所 訪 問

安城市

所在地 愛知県安城市御幸本町3-23
TEL 0566-75-2251
設立 1971年（永谷博茂税理士事務所として）
職員数 12名
http://www.nagaya-zeirishi.com

永谷文人税理士事務所
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い
か
」
と
思
い
直
し
た
こ
と
で
、
気
が
楽
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
は
変
に
取
り
繕
わ

ず
、
自
分
の
言
葉
で
誠
心
誠
意
や
り
と
り
す

る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
き
ま
し
た
。
職
員

に
対
し
て
も
同
様
の
ス
タ
ン
ス
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
心
掛
け
た
と
こ
ろ
、

徐
々
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

顧
問
先
の
経
営
者
と
そ
の
担
当
者
の
意
見
が

合
わ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
い
、
私

が
担
当
者
の
代
わ
り
に
そ
の
会
社
に
行
く
こ

と
に
。
先
代
に
は
「
20
年
も
続
い
て
き
た
お

得
意
様
だ
け
ど
、
今
日
で
そ
の
縁
を
切
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
伝
え
、
先
代

は
「
お
前
に
任
せ
る
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
は
、
先
方
に
こ
う
伝
え
た
の

で
す
。「
確
か
に
う
ち
の
担
当
者
に
落
ち
度

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
の
言
い

分
に
も
一
理
あ
り
ま
す
。
彼
は
う
ち
に
と
っ

て
宝
物
だ
か
ら
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
あ
な
た
が
彼
の
こ
と
を
ど
う
し
て
も
気

に
入
ら
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
今
日
こ
こ
で

顧
問
契
約
を
解
消
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

と
。
先
方
は
私
の
話
を
真
剣
に
聞
い
て
く
れ

て
、
最
後
に
は
和
解
に
至
り
ま
し
た
。
現
在

も
そ
の
企
業
と
は
代
替
わ
り
を
経
て
良
好
な

関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。
顧
問
先
と
担
当
者

と
の
関
係
が
悪
化
し
た
ら
、
平
謝
り
し
て
担

当
変
え
を
す
る
の
が
手
っ
取
り
早
い
解
決
法

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
誠
意
を
持
っ
て

員
と
税
理
士
と
で
は
仕
事
内
容
も
立
場
も
全

く
違
い
ま
す
。
入
所
後
の
業
務
に
は
す
ぐ
に

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

永
谷　

当
初
、
周
囲
に
は
「
税
理
士
資
格
を

有
し
た
婿
養
子
の
跡
取
り
」
と
し
て
気
を
遣

わ
れ
ま
し
た
し
、
仕
事
を
誰
に
ど
う
教
わ
れ

ば
よ
い
か
も
分
か
ら
ず
、
事
務
所
に
入
っ
て

か
ら
し
ば
ら
く
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
担
当
し
て
い
た
3
0
0
ほ
ど

の
法
人
・
個
人
の
顧
問
先
支
援
に
も
苦
戦
し

ま
し
た
。
特
に
最
初
は
気
負
っ
て
「
全
員
に

平
等
に
接
し
、
全
員
に
好
か
れ
よ
う
」
と
八

方
美
人
に
な
っ
て
訪
問
を
重
ね
た
た
め
に
疲

れ
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
あ

る
時
ふ
と
「
こ
の
ま
ま
で
は
心
も
身
体
も
持

た
な
い
。
も
っ
と
自
分
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

ス
タ
ン
ス
を
全
面
に
出
し
て
も
い
い
で
は
な

真
っ
す
ぐ
に
思
い
を
ぶ
つ
け
た
の
が
よ
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
職
員
の
方
た
ち
に
と
っ
て
も
、
そ
う
し

た
ス
タ
ン
ス
で
言
い
分
を
し
っ
か
り
聞
い
て

く
れ
る
上
長
が
い
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
事
務
所
と
し
て
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

永
谷　

ま
ず
何
よ
り
顧
問
先
第
一
、
こ
れ
は

職
員
全
員
に
肝
に
銘
じ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
2
番
目
に
所
員
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

幸
せ
や
生
活
を
守
る
こ
と
、
3
番
目
に
事
務

所
の
発
展
、
4
番
目
に
社
会
貢
献
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
社
会
貢
献
に
つ
い
て
は
、
先

代
も
私
も
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
地

域
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
り
な

が
ら
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
き
ま
し

た
。―

顧
問
先
の
8
割
が
地
元
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
最
近
の
相
談
内
容
や
課
題
の
傾
向
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

永
谷　

こ
こ
7
〜
8
年
、
か
つ
て
当
事
務
所

が
創
業
し
た
頃
に
農
地
を
宅
地
に
変
え
、
賃

貸
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
経
営
を
始
め
た
創
業
者

の
方
が
亡
く
な
っ
て
、
そ
の
ご
家
族
が
相
続

関
係
の
案
件
を
相
談
し
に
来
る
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ

て
、
資
産
税
の
贈
与
や
相
続
に
つ
い
て
は
日

頃
か
ら
知
見
を
深
め
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。
例
え
ば
私
は
こ
こ
5
年
ほ
ど
、
気
の
合

う
税
理
士
に
呼
び
か
け
て
勉
強
会
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
税
務
署
時
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
て
外
部
講
師
を
呼
ん
で
講
義
し

て
も
ら
っ
た
上
で
、
議
論
す
る
会
で
す
。
先

日
は
国
税
不
服
審
判
所
の
O
B
を
招
き
ま
し

た
。

　

そ
の
他
に
も
、
当
事
務
所
で
は
法
人
設
立

支
援
や
会
計
ソ
フ
ト
導
入
支
援
、
税
務
調
査

の
対
応
な
ど
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
に
知
見
を

引
き
継
ぐ
た
め
の
教
育

―
職
員
教
育
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

永
谷　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
顧
問
先
と
の
接

し
方
な
ど
に
つ
い
て
、
明
確
に
言
葉
に
し
て

職
員
に
伝
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
こ
と
は
私
自
身
の
日
頃
の
行

動
を
見
て
、
み
ん
な
理
解
し
て
く
れ
て
い
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
知
識
や
ノ
ウ
ハ

ウ
面
に
関
し
て
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
ベ

テ
ラ
ン
層
が
下
の
世
代
に
相
続
関
係
な
ど
の

所長室に飾られた永谷先生作の絵手紙。7～8年前に趣味で始
めて以降上達され、現在では個展を計画されるほどに。旅先
の景観や風物が愛らしく描かれ、旅情が伝わってきます

若手の職員が活躍する事務所です
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現
在
の
と
こ
ろ
教
育
が
後
手
に
ま
わ
っ
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。
な
の
で
、
最
近
は
な
る

べ
く
有
料
研
修
な
ど
に
積
極
的
に
行
か
せ
て
、

研
修
後
は
朝
礼
な
ど
の
際
に
学
ん
だ
内
容
を

し
っ
か
り
報
告
・
共
有
す
る
機
会
も
つ
く
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
机
上
で
学
ん

だ
税
法
の
知
識
や
事
例
な
ど
を
す
ぐ
に
実
地

で
生
か
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
顧
問
先
企
業
の
創
業
者
が
次
期
経
営
者

に
株
を
譲
渡
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
日
頃
か

ら
親
身
に
両
者
に
接
し
て
い
る
こ
と
が
有
益

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
大
前
提
で
す
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
や
事
情
を
全
て
把
握
し
た
上

で
、
ど
う
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う

に
話
を
進
め
る
べ
き
か
を
慎
重
に
決
め
る
必

知
見
を
い
か
に
し
て
伝
え
る
か
が
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

―
事
務
所
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

若
手
が
多
く
活
気
の
あ
る
印
象
を
受
け
ま
し

た
。

永
谷　

現
在
、
職
員
は
一
番
の
年
長
者
が
68

歳
で
最
年
少
が
19
歳
、
60
歳
以
上
が
3
人
で

50
代
が
お
ら
ず
、
40
代
が
1
人
、
30
代
以
下

が
7
人
と
か
な
り
幅
広
い
年
齢
構
成
に
な
っ

て
お
り
、
特
に
若
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

さ
ら
に
現
在
30
歳
の
息
子
も
資
格
取
得
に
向

け
て
勉
強
中
で
、
い
ず
れ
税
理
士
と
し
て
事

務
所
に
加
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
次
代
を
担
っ
て
い
く
人
材
が
多

い
の
は
も
ち
ろ
ん
よ
い
こ
と
な
の
で
す
が
、

要
が
あ
り
ま
す
。
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
し

か
、
得
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
す
。

地
域
活
動
や
ま
ち
お
こ
し
を

税
理
士
の
立
場
か
ら
支
え
る

―
地
元
、
安
城
市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す

か
。

永
谷　

安
城
市
は
名
古
屋
の
衛
星
都
市
で
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
新
興
住
宅
が
増
え
て

お
り
、
人
口
は
毎
年
5
％
平
均
で
伸
び
て
い

ま
す
。
が
、
残
念
な
が
ら
地
元
で
買
い
物
を

す
る
人
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
商
店
街
に

今
ひ
と
つ
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
の

活
性
化
に
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
た
い
と
、

以
前
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、

商
店
街
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

手
掛
け
る
（
株
）
安
城
ス
タ
イ
ル
と
い
う
企

業
か
ら
相
談
が
あ
り
、
現
在
そ
こ
の
顧
問
を

務
め
て
い
る
他
、
商
工
会
議
所
の
幹
事
や
会

計
監
査
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
古

屋
市
で
広
告
会
社
を
経
営
し
て
い
る
友
人
が

い
る
の
で
す
が
、
彼
が
安
城
市
の
こ
と
を
い

た
く
気
に
入
っ
て
こ
の
近
所
に
も
オ
フ
ィ
ス

を
借
り
て
、
商
店
街
の
P
R
な
ど
の
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
彼
に
も
税
理
士
の
立
場

と
目
線
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
ま
す
。

―
最
後
に
、
事
務
所
の
将
来
像
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

永
谷　

職
員
一
人
ひ
と
り
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
の

が
私
の
願
い
で
す
。
先
ほ
ど
人
材
教
育
・
育

成
が
道
半
ば
で
あ
る
こ
と
は
申
し
ま
し
た
が
、

例
え
ば
小
規
模
事
業
者
や
個
人
の
税
務
の
入

力
事
務
な
ど
の
作
業
を
今
以
上
に
効
率
化
し

て
、
そ
の
分
、
空
い
た
時
間
を
各
自
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
築

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　永谷先生は1975年に愛知大学法経学部を卒業後、名古屋中

村税務署に勤めながら税理士の資格を取得されました。その後は名

古屋国税局資料調査課で主に法人税の調査事務に従事。在職

中に先代である永谷 博茂先生の娘さんとご結婚、91年に同局を退

職し、永谷博茂税理士事務所（当時）に入所されました。

税 理 士 ま で の 歩 み

顧問先と「誠心誠意」向き合うことをモットーにしている
永谷 文人先生
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日
時　

2
0
1
9
年
7
月
22
日（
月
）

会
場　

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス 

「
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」

議 

題
第
1
号
議
案　

第
43
期
事
業
報
告
承
認
の
件

第
2
号
議
案　

第
43
期
収
支
決
算
承
認
の
件

監
査
報
告

第
3
号
議
案　

第
44
期
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

第
4
号
議
案　

第
44
期
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

第
5
号
議
案　

顧
問
委
嘱
の
件

報
告
事
項

（
1
）新
任
副
会
長
及
び
新
任
理
事
の
件

（
2
）『
第
44
回
全
国
統
一
研
修
会 

函
館
大
会
』開
催
準
備
の
進
捗
状
況

（
3
）各
単
位
会
の
状
況

（
4
）各
委
員
会
の
活
動

（
5
）M
J
S
の
現
状

（
6
）そ
の
他

連
合
会
会
則
第
七
条
二
項
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
連

合
会
副
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会
会
則
第
十
六
条

一
項
に
よ
り
、
次
の
方
が

連
合
会
顧
問
と
し
て
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会 

新
任
副
会
長

北
海
道
会 

新
会
長

中
村 

泰
道

連
合
会 

新
任
顧
問

中
原 

章
博

連
合
会 

新
任
副
会
長　

中
部
会 

新
会
長

山
内 

今
朝
男

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
お
よ
び
各
単
位
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

日時／2019年7月5日（金）
会場／リーガホテルゼスト高松
≪記念講演会≫
演題／今求められる坂本龍馬
講師／高知市立龍馬の生まれたまち記念館

 学芸員　森本 琢磨 氏

四 国 会

日時／2019年7月19日（金）
会場／レンブラントホテル大分
≪講演会≫
演題／笑門来福 生涯現役の勧め
講師／佐伯市宇目 鷹鳥屋神社宮司・県南落語組合
 会長・おおいた観光特使　矢野 大和 氏

九 州 会

日時／2019年6月18日（火）
会場／ザ・ナハテラス
≪記念講演会≫
演題／沖縄県のIT促進による中小企業の今後・沖縄県

の電子決済導入促進と税理士業務の関係
講師／一般財団法人 沖縄ITイノベーション戦略センター 

理事長　中島 洋 氏

沖 縄 会

日時／2019年6月24日（月）
会場／名鉄ニューグランドホテル
≪記念講演会≫
演題／法人の解散と清算をめぐる税務
 （事例検討と実務編）

講師／MJS税経システム研究所 客員研究員　税理士

植田 卓 氏

中 部 会

日時／2019年7月16日（火）
会場／ホテルグランヴィア大阪
≪記念研修会≫
演題／相続税の重要テーマポイント解説
講師／MJS税経システム研究所 客員研究員　税理士

武田 秀和 氏

近 畿 会

中 国 会

日時／2019年7月18日（木）
会場／ホテルブリランテ武蔵野
≪記念講演会≫
演題／銀座のママが語る 経営力・人間力
講師／白坂 亜紀 氏

関東信越会

東 京 会

日時／2019年6月4日（火）
会場／ANAクラウンプラザホテル金沢
≪記念講演会≫
演題／サッカーにおけるスポーツマンシップ
講師／日本サッカー名蹴会 会長　金田 喜稔 氏

北 陸 会
日時／2019年7月12日（金）
会場／函館国際ホテル
≪記念講演会≫
演題／バスクで学んだ二つのこと
講師／レストランバスク シェフ・店主
 深谷 宏治 氏

北 海 道 会

日時／2019年7月10日（水）
会場／江陽グランドホテル
≪研修会≫
演題／商売と笑売の秘訣
講師／一般社団法人落語協会所属 落語家 真打
 三遊亭 白鳥 氏

東 北 会

第
44
回
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
定
期
総
会
開
催
報
告

単位会  
定期総会報告

日時／2019年7月17日（水）
会場／リーガロイヤルホテル広島
≪記念講演会≫
演題／10年後求められる
 税理士事務所となるために
講師／ミロク会計人会連合会

 情報ネットワーク委員会

日時／2019年7月3日（水）
会場／ハイアット リージェンシー 東京
≪研修会≫
演題／軽減税率を巡る問題
講師／税理士　岩下 忠吾 氏
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企
業
改
革
に
欠
か
せ
な
い

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

私
が
所
属
す
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
株
）
で
は
、
企

業
の
た
め
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
検

討
や
業
務
改
善
か
ら
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
ま
で
、
一

貫
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
手

掛
け
て
い
ま
す
。
中
で
も
私
が
特
に
心
掛
け

て
い
る
の
が
「
現
場
を
変
え
ら
れ
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。
経
営
に
関

す
る
数
値
分
析
に
基
づ
い
て
事
業
計
画
を
立

て
、
資
料
を
示
し
て
お
し
ま
い
で
は
な
く
、

実
際
に
従
業
員
の
方
た
ち
が
働
く
現
場
に
入

り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
意
見
を
引

き
出
し
な
が
ら
変
革
の
お
手
伝
い
を
し
、
新

し
い
や
り
方
が
現
場
に
浸
透
す
る
ま
で
見
届

け
る

―
。
こ
れ
こ
そ
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
本
懐
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
」
は
「
誘
引
す
る
」

「
促
進
す
る
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
、「
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
の
役
割
は
、
同
じ
ゴ
ー

ル
に
向
か
う
人
た
ち
の
力
を
集
め
て
一
つ
に

し
、
全
員
が
常
に
最
適
・
最
良
の
仕
方
で
走

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

す
。
企
業
変
革
の
第
一
歩
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
業
務
を
進
め
る
中
で
数
限
り
な
く
行
わ

れ
る
「
会
議
」
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
す
る
こ

と
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

書
く
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

「
ス
ク
ラ
イ
ブ
」

そ
れ
で
は
「
会
議
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
」
の
具
体
的
な
技
術
の
中
か
ら
、

す
ぐ
に
実
践
で
き
て
効
果
の
高
い
も
の
を
紹

榊
さ か ま き

巻 亮 氏

ケンブリッジ・テクノロジー・パートナーズ（株）ディ
レクター、一級建築士。大学卒業後、大和
ハウス工業（株）に入社。 住宅の設計業務
に従事するとともに業務改善活動に携わり、
改革をやり遂げる大変さと大切さを痛感する。
ケンブリッジ入社後は「現場を変えられるコン
サルタント」を目指し、金融・通信・運輸など幅
広い業界で業務改革、新サービス立ち上げ、
プロジェクトを通じた人材育成などを支援。ファ
シリテーションを生かした納得感のあるプロジェ
クト推進を得意としている。 主な著書に『業
務改革の教科書』（日本経済新聞出版社）、

『世界で一番やさしい会議の教科書』（日経
BP社）など。講演活動も多数実施。

ケンブリッジ・テクノロジー
・パートナーズ株式会社 

ディレクター

介
し
て
い
き
ま
す
。
会
議
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
組
織
の
規
模
の
大
小
は
あ
ま
り
関
係
が
な

い
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
特
に
3
〜
5
人
程
度
の
少

人
数
の
会
議
で
オ
ス
ス
メ
な
の
が
「
書
く
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
専
門
用
語
で
い
う

「
ス
ク
ラ
イ
ブ
」
で
す
。
や
る
こ
と
は
、
会
議

の
参
加
者
の
う
ち
の
誰
か
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
で
も
A
3
紙
を
机
に
置
い
て
も
よ
い
の

で
す
が
、
そ
こ
に
議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
を

太
め
の
サ
イ
ン
ペ
ン
で
書
く
だ
け
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
議
論
に
お
け
る
必
要
な
ポ
イ
ン
ト

や
決
ま
っ
た
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
な
ど
が

見
え
る
化
さ
れ
、
個
々
人
で
理
解
を
深
め
た

り
勘
違
い
に
気
づ
い
た
り
、
聞
き
逃
し
た
こ

と
を
確
認
で
き
た
り
し
ま
す
。

大
事
な
の
は
ス
ク
ラ
イ
ブ
を
行
う
と
き
、

効果を高める会議術
業務の進捗状況、顧問先の情報などを共有するために、会計事務所でも日々、会議が行われていることと思います。

その会議、進め方や話し合う内容が定例化してはいないでしょうか。本特集では、ケンブリッジ・テクノロジー・パートナーズ（株）の
コンサルタントで『世界で一番やさしい会議の教科書』著者、榊巻 亮氏に業務効率化や生産性向上につながる会議術について

お話しいただき、実際に効果の高い会議を実践している企業の事例を紹介します。

シリーズ企画 Special issue

スクライブの様子
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な
る
べ
く
簡
潔
に
書
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

そ
し
て
必
ず
、
決
ま
っ
た
こ
と
（
決
定
事
項
）

と
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
T
O
D
O
）

は
記
号
で
示
す
こ
と
。
詳
し
く
は
次
節
で
解

説
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
や
っ
て
お
く
と
、

会
議
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
に
お
け
る
「
振
り
返

り
」
に
役
立
ち
ま
す
。

ス
ク
ラ
イ
ブ
を
習
慣
化
し
、
日
々
の
会
議

に
定
着
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
つ
ど
上
司
が
会

議
参
加
者
の
誰
か
を
書
き
手
と
し
て
指
名
す

る
の
が
早
道
で
す
。
あ
る
い
は
参
加
者
の
誰

か
が
「
勝
手
に
始
め
る
」
の
も
有
効
な
手
で

す
。
自
分
用
の
メ
モ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
勝

手
に
ス
ク
ラ
イ
ブ
を
行
い
、「
今
の
話
は
こ
う

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
」
と
メ
モ
を
指
さ
せ
ば
、

自
然
と
参
加
者
た
ち
は
そ
れ
を
見
な
が
ら
議

論
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

決
定
事
項
と
T
O
D
O
を

「
振
り
返
り
」
で
確
認

も
う
一
つ
ぜ
ひ
実
践
し
て
ほ
し
い
の
が
、

会
議
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
に
お
け
る
振
り
返
り

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
議
題
を
話
し
合
っ
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
の
ポ
イ
ン
ト
や
決
ま
っ
た

こ
と
を
確
認
し
合
い
、
誰
が
何
を
い
つ
ま
で

に
や
る
か
を
共
有
し
た
上
で
会
議
を
締
め
く

く
る
と
、
内
容
の
し
み
わ
た
り
方
が
全
く
違

い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
が
同
席
し
た
あ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
新
サ
ー
ビ
ス
立
ち
上
げ
に
際
し
て
挙

無
理
に
構
造
化
し
た
り
図
示
し
た
り
、
要
約

し
た
り
し
よ
う
と
せ
ず
、
発
言
を
あ
り
の
ま

ま
に
書
く
こ
と
で
す
。
た
だ
、
も
ち
ろ
ん
一

言
一
句
書
き
記
そ
う
と
す
る
と
追
い
つ
か
な

い
し
煩
雑
に
な
る
の
で
、
工
夫
は
必
要
で
す
。

特
定
の
言
葉
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
あ
る
記

号
に
置
き
換
え
た
り
、
単
語
を
短
縮
し
表
記

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

な
会
議
で
も
少
な
か
ら
ず
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
で
す
の
で
、
振
り
返
り
は
絶
対
に
必
要
な

工
程
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ス
ク
ラ
イ
ブ

と
同
様
、
上
司
が
毎
回
会
議
の
冒
頭
に
振
り

返
り
役
を
指
名
す
れ
ば
習
慣
化
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
参
加
者
た
ち
の
会
議
へ
の
参

加
意
識
や
話
を
聞
く
姿
勢
も
よ
り
積
極
的
な

も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

会
議
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

次
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
会
議
を
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
ト
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
や
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
も
多
い
の
は
、
会
議
を
仕

切
ろ
う
と
し
て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
、「
自
分
が

議
論
の
流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
し
か

る
べ
く
着
地
さ
せ
る
の
だ
」
と
い
う
考
え
方

で
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
は
、
あ

く
ま
で
も
場
を
「
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
な
い
状

態
」
に
保
つ
こ
と
で
あ
っ
て
、
前
に
立
っ
て

参
加
者
た
ち
を
結
論
に
導
い
て
い
く
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
当
然
で
す
が
、「
そ
れ
は
今
話
し
合
う

必
要
な
い
」
な
ど
、
人
の
話
を
偉
そ
う
に
さ

え
ぎ
っ
て
効
率
化
し
よ
う
と
す
る
の
も
N
G

で
す
。
会
議
に
お
い
て
は
話
し
合
っ
て
い
る

内
容
の
質
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
雰
囲
気
も
大
事
な
の
で
、
そ
れ
を
壊

す
よ
う
な
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
す
。「
若
手
従

が
っ
て
き
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
対
応
検
討

し
て
さ
ば
い
て
い
く
と
い
う
会
議
で
、
主
な

参
加
者
は
部
長
ク
ラ
ス
の
10
人
、
そ
こ
に
最

年
少
で
加
わ
っ
て
い
た
の
が
入
社
2
年
目
の

若
手
A
さ
ん
で
し
た
。
私
は
彼
の
横
に
座
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
彼
は
会
議
の
間
中
、
議

題
に
な
っ
て
い
る
課
題
と
決
ま
っ
た
対
応
策
、

疑
問
点
、
不
明
点
な
ど
自
分
用
の
メ
モ
を
熱

心
に
と
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
会
議

の
終
わ
り
に
、A
さ
ん
に
疑
問
点
や
曖
昧
な
部

分
に
つ
い
て
発
言
し
て
確
認
す
る
よ
う
促
し

た
の
で
す
。A
さ
ん
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
「
決

ま
っ
た
こ
と
は
●
●
で
こ
れ
は
B
さ
ん
担
当
、

△
△
は
保
留
、
×
×
は
C
案
で
決
定
で
D
さ

ん
担
当
」
と
い
っ
た
具
合
に
1
分
ほ
ど
メ
モ

を
読
み
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
彼

が
話
し
終
わ
っ
た
途
端
に
部
長
た
ち
が
「
●

●
は
O
K
」「
×
×
は
C
案
に
確
定
で
は
な

く
有
力
案
と
し
て
継
続
検
討
す
る
と
い
う
こ

と
」「
△
△
に
つ
い
て
は
営
業
と
も
連
携
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
担
当
者
が
決
ま
っ
て

い
な
い
」
と
追
加
で
議
論
が
な
さ
れ
、
結
果
、

全
て
の
議
題
の
白
黒
が
ハ
ッ
キ
リ
つ
け
ら
れ

て
会
議
は
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
風
に
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
、
決
ま

っ
た
こ
と
（
決
定
事
項
）
と
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
（
T
O
D
O
）
に
つ
い
て
確
認
し

合
う
時
間
を
設
け
て
み
る
と
、
実
は
参
加
者

の
認
識
が
少
し
ず
つ
、
時
に
は
大
き
く
ズ
レ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
ん

スクライブでは、決定事項やTODOを明確に示す

「スクライブがなぜ大事なのか」についての説明
を聞き、それを実際にスクライブしてみる、とい
うトレーニングで作成したメモ
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リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
日
々
の
内
輪
の
会
議
だ

け
で
な
く
、
税
理
士
の
先
生
方
が
顧
問
先
に

接
す
る
際
に
も
、
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
顧
問
先
と
の
雑
談
の
中
か
ら
相

手
の
困
り
事
や
悩
み
事
を
見
出
し
、
そ
の
課

題
解
決
に
つ
い
て
話
し
合
う
、
と
い
う
こ
と

は
よ
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
話
し

合
い
を
ス
ク
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
行
い
、
話

の
終
わ
り
に
メ
モ
の
中
の
決
ま
っ
た
こ
と

（
決
定
事
項
）
と
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

（
T
O
D
O
）
を
指
さ
し
な
が
ら
、「
今
日
は

●
●
を
し
て
い
く
こ
と
が
確
定
し
ま
し
た
。

私
の
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
△
△
で
、E
さ
ん

（
顧
問
先
）
に
次
回
ま
で
に
や
っ
て
お
い
て
も

ら
う
こ
と
は
×
×
で
す
」
と
振
り
返
り
を
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
し
た
過
程
を
経

る
こ
と
で
、
お
互
い
の
認
識
の
ズ
レ
が
確
認

で
き
、
効
率
的
に
軌
道
修
正
し
て
先
へ
進
め

る
は
ず
で
す
。

会
議
を
変
え
る
こ
と
は

働
き
方
改
革
に
直
結
す
る

以
上
、
ス
ク
ラ
イ
ブ
と
振
り
返
り
を
中
心

に
、
会
議
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
解
説
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の

会
議
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

『
世
界
で
一
番
や
さ
し
い
会
議
の
教
科
書
』
と

い
う
著
作
に
ま
と
め
ま
し
た
が
、
出
版
後
の

反
響
か
ら
分
か
っ
た
の
は
、「
グ
ダ
グ
ダ
な
会

議
」
に
困
っ
て
い
る
人
や
少
し
で
も
会
議
を

業
員
が
会
議
で
全
く
発
言
し
な
い
」
と
悩
む

上
長
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
そ

の
場
を
支
配
し
て
い
る
上
長
自
身
の
態
度
や

ス
タ
ン
ス
、
雰
囲
気
づ
く
り
な
ど
に
問
題
が

あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
発
言
を
引
き

出
す
コ
ツ
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
上
長

が
部
下
の
発
言
に
対
し
て
、
そ
れ
が
ど
ん
な

に
さ
さ
い
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
共
感
を
示
し

た
り
、
発
言
し
て
く
れ
た
こ
と
自
体
に
感
謝

の
意
を
示
し
た
り
す
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
と
声

が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

も
う
1
点
、
誰
か
ひ
と
り
が
「
私
が
こ
の

ダ
メ
な
会
議
を
改
革
せ
ね
ば
」
と
期
待
値
を

高
く
設
定
し
す
ぎ
て
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
の

も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
会
議
の
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
」
は
、
そ
の
考
え
方
や
意
識
を
複

数
の
参
加
者
と
共
有
し
て
か
ら
実
践
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
私
の
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
の
方
が
よ
く
や
っ
て
い
る

の
が
、
私
の
会
議
術
の
書
籍
や
ブ
ロ
グ
を
回

し
読
み
・
共
有
し
て
「
ち
ょ
っ
と
こ
れ
や
っ

て
み
よ
う
」
と
話
し
合
う
と
い
う
方
法
。
ど

ん
な
に
小
さ
な
企
業
改
革
も
た
っ
た
一
人
で

行
う
の
は
難
し
い
の
で
、
ま
ず
は
「
会
議
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
共
通
言
語
化
し

て
み
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

顧
問
先
に
接
す
る
際
に
も

有
効
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
「
会
議
の
フ
ァ
シ

有
益
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
悩
ん
で
い
る

人
が
い
か
に
多
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
当

時
は
ま
だ
「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
言
葉
も

考
え
方
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
考
え
て

み
れ
ば
会
議
改
革
、
打
ち
合
わ
せ
改
革
は
働

き
方
改
革
に
直
結
し
ま
す
。
ど
ん
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
ど
ん
な
業
務
に
も
数
限
り
な
い
会

議
や
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
基

本
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
時
短
勤

務
や
残
業
な
し
を
推
進
し
た
り
、
業
務
改
善

の
た
め
の
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
も
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
会
議
に

お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
ち
ょ
っ
と

変
え
て
み
る
。
そ
れ
だ
け
で
組
織
活
動
の
生

産
性
や
効
率
は
上
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
組
織

改
革
は
現
場
レ
ベ
ル
の
小
さ
な
こ
と
か
ら
始

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『世界で一番やさしい
会議の教科書』

『世界で一番やさしい
会議の教科書 実践編』

　いわば「会議のファシリテーション」の入門編ともいえる一冊で、「グ
ダグダ会議」を改善するための方法論やコツを物語で学ぶことがで
きる。主人公は入社2年目の鈴川葵。自分の部署の「グダグダ会
議」に疑問を抱いたのをきっかけに、会議改革に挑戦し、小さなチャ
レンジを実直に積み重ねていくことで、彼女は部署全員を巻き込ん
で会議改革を成功させ、大きな成果を生み出していく。何をすれば
会議が変わるのか、実際にどう変わっていくのか。物語を通して分
かりやすく会議改革のやり方を解説してくれる良書。

　会社や組織で悩む人たちにも、プロのファシリテーターたちにも高く
評価された『世界で一番やさしい会議の教科書』から2年。「プロの
方法論を体系的にまとめて知りたい」という声を受けて、榊巻氏が書
きおろしたのがこの「実践編」。実際に榊巻氏が実践してきた会議ファ
シリテーションの方法論を各章で体系的かつ具体的に掘り下げた力
作である。榊巻氏いわく「当然全て現場から生まれた手法なので、机
上の空論や理論先行の方法論は一つもない。だからこそ、現場で
会議をリードする方には有益な一冊になったと思っている」とのこと。

発行：日経BP／価格：1728円（税込） 発行：日経BP／価格： 2376円（税込）

QRコードからアクセスし、
ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,000円分を
プレゼント!

2,0002,0002,0002,0002,000
QUO
カード
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「
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
も
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
就
業
時
間
に
占
め
る
割
合
は

約
40
％
、
う
ち
会
議
が
25
％
だ
っ
た
」
そ
う

で
す
。「
こ
の
時
間
を
よ
り
効
率
化
し
よ
う
」

と
い
う
わ
け
で
、
16
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
案
が
実
施
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

特
に
力
を
入
れ
た
の
が
、
会
議
の
運
用
ル

ー
ル
の
見
直
し
で
す
。
会
議
の
開
始
時
間
を

10
分
遅
ら
せ
る
と
い
う
新
ル
ー
ル
は
そ
の
一

つ
で
す
。「
例
え
ば
10
時
ち
ょ
う
ど
に
開
始
時

日
揮
（
株
）
人
財
・
組
織
開
発
部
の
森

田 

謙
二
氏
に
よ
れ
ば
、
同
社
で
は

2
0
1
5
年
度
か
ら
社
内
の
業
務
改
革
や

組
織
開
発
に
取
り
組
む
中
で
「
社
員
が
日
々
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
っ
た
作
業
に
ど
の
く
ら
い

の
時
間
を
か
け
て
い
る
か
」
と
い
う
業
務
実

態
調
査
を
2
週
間
に
わ
た
っ
て
実
施
、
分
析

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
か
ら
分
か
っ
た

の
は
、「
会
議
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大

き
な
時
間
を
費
や
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
。

間
を
設
定
せ
ず
、
最
初
の
10
分
は
前
の
会
議

や
打
ち
合
わ
せ
か
ら
の
移
動
や
準
備
に
充
て
、

参
加
者
全
員
が
準
備
万
端
整
っ
た
10
時
10
分

か
ら
会
議
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
」
と
の
こ
と
（
取
締
役
会
や
社
長
が
議

長
を
務
め
る
総
合
運
営
会
議
も
10
分
始
ま
り
）。

ま
た
、
社
内
の
す
べ
て
の
会
議
室
に
は
「
会

議
ふ
り
か
え
る
シ
ー
ト
」
が
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
榊
巻
氏
の
『
世
界
で
一
番
や
さ

し
い
会
議
の
教
科
書
』
に
触
発
さ
れ
た
社
員

が
会
議
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
に
お
け
る
「
振
り

返
り
」
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
発
案
し
た
も
の

で
、
会
議
冒
頭
で
「
ふ
り
か
え
る
シ
ー
ト
担

当
」
を
決
め
る
習
慣
が
根
付
い
た
そ
う
で
す
。

同
社
で
は
他
に
も
小
さ
な
工
夫
を
重
ね
る

中
、
さ
ら
に
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

定
着
を
推
し
進
め
よ
う
と
榊
巻
氏
に
講
義
や

セ
ミ
ナ
ー
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
し
て
榊
巻

氏
の
提
案
で
、
1
回
の
研
修
で
お
し
ま
い
に

す
る
の
で
は
な
く
「
伝
道
師
養
成
」
に
挑
戦
。

会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
論
を
あ
る
程
度
身
に
つ
け
た
「
伝
道
師
」

が
、
自
身
の
所
属
部
門
に
お
い
て
そ
れ
を
広

め
、
浸
透
さ
せ
て
い
く
、
と
い
う
方
法
を
と

っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
会
議
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
学
べ
る
e
ラ

ー
ニ
ン
グ
用
ビ
デ
オ
を
榊
巻
氏
の
資
料
を
元

に
、
許
可
を
得
て
伝
道
師
が
作
成
、
新
入
社

員
の
研
修
の
他
、
既
存
の
社
員
の
リ
マ
イ
ン

ド
の
た
め
に
も
活
用
し
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
お
か
げ
で
「
現
在

で
は
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
が

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
浸
透
し
て
い
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
が
上
が
る
こ
と
が
、

生
産
性
向
上
に
結
び
つ
く
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
実
感
し
た
」
と
森
田
氏
は
話
し
て
い
ま
す
。

日
揮（
株
）　

人
財・組
織
開
発
部

会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
企
業
の
事
例
と
し
て
、プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

最
大
手
の
日
揮（
株
）に
お
け
る
改
革
に
つい
て
取
り
上
げ
ま
す
。同
社
で
は
人
財・組
織
開
発
部

主
導
で
早
く
か
ら
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
の
定
着
と
標
準
化
に
取
り
組
み
、大
き
な

成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

実践
事例

神奈川県
横浜市

会議ふりかえるシート 

  目的とゴールは明確だった 
     今日は何をどこまで議論するのかわからず会議が始まった 
                    ・・・って人がいればアウト！ 
 

     参加者全員が議論に加わった 
      私、この会議で一言も話さなかった 
                    ・・・って人がいればアウト！ 
 

     決定事項や今後のアクションが共有された 
      あの項目は誰がフォローするの？ 
                    ・・・って人がいればアウト！ 
 
            ↓↓↓ 

     今日の会議は、★（  ）つ！ 
      ★３つを目指して、次の会議もがんばりましょう！！ 

【会議を始める前に】  
• ファシリテーターは、本日の会議の評価者を指名する 

 

【会議中】 
• 評価者は、本日の会議について下記項目を評価する 

 
【会議終了１分前】 
• ファシリテーターは、評価者へ会議の評価結果の発表を促す 
• 評価者は、評価結果を参加者全員と共有する 

 
                 ではやってみよう！ 

会議を始める前に 

会議中 

会議終了１分前 

全会議室に配置された「会議ふりかえるシート」

榊巻氏の講座「会議ファシリテーション伝道師養成
講座」の様子

新しく設定した会議運用ルールはポスターにして全
社的に共有
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の
廃
藩
置
県
で
廃
城
と
な
り
、
石

垣
を
残
し
て
全
て
が
取
り
壊
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
の
城
は

昭
和
8
年
（
1
9
3
3
年
）、
当

時
の
大
垣
城
を
参
考
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
す
。
木
造
4
層
5
階
建

の
天
守
閣
な
ど
は
郡
上
市
重
要
文

化
財
に
、
一
帯
の
城
跡
は
県
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
建
か
ら
80
年
を

超
え
る
木
造
天
守
展
望
台
か
ら
の
景
観
は
美

し
く
、
春
の
桜
や
初
夏
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
、

冬
の
雪
化
粧
な
ど
四
季
折
々
の
表
情
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
2
0
1
6
年
の

第
64
回
日
本
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
朝
霧
に
浮
か
び
上
が
る
郡
上
八
幡
城
の

写
真
を
全
面
に
使
っ
た
ポ
ス
タ
ー
が
上
位
に

入
賞
し
、〝
天
空
の
城
〞
と
し
て
も
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

風
情
た
っ
ぷ
り

清
流
と
名
水
の
城
下
町

そ
ん
な
郡
上
八
幡
城
の
城
下
町
は
〝
清
流

と
名
水
の
城
下
町
〞
と
呼
ば
れ
、
中
心
部
を

吉
田
川
が
流
れ
て
い
る
他
、
市
街
地
内
に
は

き
れ
い
な
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
路
は
大
正
時
代
に
川
の
北
側
（
北
町
）

が
大
火
で
焼
失
し
た
後
、
復
興
の
際
に
整
備

さ
れ
た
も
の
で
、
水
路
沿
い
に
古
い
家
並
み

が
連
な
る
通
り
は
風
情
た
っ
ぷ
り
。
か
つ
て

中
級
藩
士
や
下
級
武
士
が
多
数
暮
ら
し
た

「
柳
町
」、
医
師
や
桶
屋
、
大
工
、
畳
屋
、
塗

師
屋
、
仕
立
て
屋
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
人
や

商
人
が
住
ん
で
い
た
「
職
人
町
」「
鍛
冶
屋

町
」
な
ど
は
、「
統
一
さ
れ
た
町
家
と
水
利
施

設
が
一
体
と
な
っ
て
歴
史
的
風
致
を
伝
え
て

い
る
」
と
し
て
国
の
伝
統
的
建
造
物
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
殿
様

の
屋
敷
が
あ
っ
た
「
殿
町
」
や
目
抜
き
通
り

歴史情緒を観光に生かす
郡上八幡

中部会企画①

　日本三大盆踊りの一つ「郡上おどり」のふるさととして知ら
れる岐阜県の郡上八幡。重要伝統的建造物保存地区に指定され
た町並みや〝天空の城〟と呼ばれる日本最古の木造再建城、郡上
八幡城が多くの観光客に支持されています。地域の人たちはこ
の歴史情緒あふれる町並みと文化をいかに残し、観光に生かし
てきたのでしょうか。郡上八幡観光協会を取材しました。

城の展望台から郡上八幡の町並みを見渡す

朝霧に浮かび上がる郡上八幡城。〝天空
の城〟として話題に

各所に水路が張り巡らされている。写真は「いなわ
こみち」という最古の用水路。近所の人たちが「いな
わと親しむ会」をつくり、当番制で掃除を行っている

日本最古の木造再建城である郡上八幡城「日本名水百選」の第1号に指定されたことで有名に
なった湧水、宗祇水（そうぎすい）

日
本
最
古
の
木
造
再
建
城

郡
上
八
幡
城

岐
阜
県
奥
美
濃
の
郡
上
八
幡
は
、4
0
0

年
以
上
前
か
ら
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
エ

リ
ア
で
、
現
在
も
市
街
地
奥
の
山
頂
に
そ
び

え
る
郡
上
八
幡
城
が
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
城
の
始
ま
り
は
戦
国
時
代

末
期
永
禄
2
年
（
1
5
5
9
年
）、
初
代
城

主
の
遠
藤
盛
数
に
よ
っ
て
砦
が
築
か
れ
た
と

き
。
稲
葉
貞
通
、
遠
藤
慶
隆
の
興
亡
を
経
て

大
普
請
さ
れ
、
寛
文
7
年
（
1
6
6
7
年
）

に
は
幕
府
か
ら
城
郭
に
格
上
げ
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
明
治
4
年
（
1
8
7
1
年
）
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て
知
ら
れ
る
郡
上
お
ど
り
は
、4
0
0
年
以

上
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

城
主
が
領
民
の
融
和
を
図
る
た
め
、
藩
内
の

村
々
で
踊
ら
れ
て
い
た
盆
踊
り
を
城
下
に
集

め
「
盆
の
4
日
間
は
身
分
の
隔
て
な
く
無
礼

講
で
踊
る
が
よ
い
」
と
奨
励
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
は
現
在
に
ま
で
引

き
継
が
れ
、
観
光
客
と
地
元
住
民
の
別
な
く
、

老
若
男
女
が
一
つ
輪
に
な
っ
て
踊
る
こ
と
が

郡
上
お
ど
り
最
大
の
魅
力
で
す
。
お
囃
子
と

下
駄
の
音
、
そ
し
て
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
山
間

に
響
く
中
、
大
勢
の
人
た
ち
が
一
心
に
踊
る

様
は
実
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
。

中
で
も
圧
巻
は
、
8
月
13
日
〜
16
日
に
行

わ
れ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
「
徹
夜
お
ど
り
」。

夜
を
徹
し
て
踊
り
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続

き
、
夜
明
け
近
く
に
東
の
空
が
白
む
頃
に
は
、

歌
い
手
と
踊
り
手
の
息
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合
い
、

誰
も
が
不
思
議
な
一
体
感
に
包
ま
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
こ
う
し
た
郡
上
お
ど
り
な
ら
で

は
の
感
動
を
多
く
の
人
と
味
わ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

昔
な
が
ら
の
風
情
を
守
る

持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

こ
う
し
た
歴
史
あ
る
町
並
み
や
文
化
を
長

ら
く
保
存
で
き
た
の
は
、
住
民
た
ち
の
努
力

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
い
ま
す
。
国

の
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
の
選
定
や
市
の

景
観
計
画
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に

住
民
た
ち
が
「
古
い
町
並
み
を
守
ろ
う
」
と

い
う
意
識
で
暮
ら
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
郡

上
八
幡
の
城
下
町
風
情
は
現
代
に
ま
で
息
づ

い
て
い
る
の
で
す
。
事
実
、
保
存
地
区
外
の

住
民
が
住
居
を
建
て
替
え
る
際
に
も
、
誰
に

強
制
さ
れ
る
で
も
な
く
自
然
と
町
の
雰
囲
気

に
合
う
よ
う
な
外
観
を
選
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
先
述
し
た
移
住
者
も
町
に
よ
く

溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
郡
上
八
幡
の
風
情
に

惹
か
れ
て
移
り
住
ん
で
き
た
方
々
だ
け
あ
っ

て
、
そ
れ
を
一
緒
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
、
地
域
の
集
ま
り
や
仕
事
に

も
し
っ
か
り
と
参
加
す
る
人
が
多
く
、
中
に

は
地
区
長
を
務
め
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

近
年
、
郡
上
八
幡
に
は
愛
知
県
・
三
重

県
・
静
岡
県
な
ど
中
部
圏
の
他
、
週
末
は
関

東
圏
か
ら
も
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
台
湾
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

の
ツ
ア
ー
客
や
欧
米
か
ら
の
個
人
客
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
多
様
化
す
る
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
も
、
い
か
に
こ

れ
ま
で
通
り
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
続
け

て
景
観
や
文
化
を
守
っ
て
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
観
光
協
会
と
し
て
も
、
人

集
め
の
た
め
の
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
り
、
観
光
地
化
を
進
め
た
り
す
る
の
で

は
な
く
、
住
民
た
ち
が
地
元
の
景
観
や
文
化

を
次
代
に
継
承
し
て
い
く
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

で
あ
る
「
本
町
」「
新
町
」
に
も
、
古
い
商

店
が
数
多
く
残
っ
て
い
て
、
ど
こ
を
歩
い
て

も
城
下
町
風
情
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
移
住
者
た
ち
が
空
き
家
を

活
用
し
て
新
し
く
工
房
や
お
店
を
開
く
ケ
ー

ス
も
増
え
て
お
り
、
飲
食
店
も
各
所
に
点
在

し
て
い
る
の
で
、
お
買
い
物
や
食
べ
歩
き
も

楽
し
め
ま
す
。
ち
な
み
に
郡
上
八
幡
の
町
並

み
は
、
ひ
と
ま
わ
り
1
時
間
半
か
ら
2
時
間

ほ
ど
で
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
一
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
盆
踊
り

「
郡
上
お
ど
り
」

こ
の
城
下
町
が
最
も
に
ぎ
わ
う
の
が
「
日

本
三
大
盆
踊
り
」
の
一
つ
、
夏
の
郡
上
お
ど

り
の
時
期
で
す
。
7
月
中
旬
か
ら
9
月
上
旬

に
か
け
て
、
30
夜
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
る
日
本
一
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
盆
踊
り
と
し

郡上八幡観光協会
郡上八幡の総合観光窓口。城下町の町並み
や郡上おどりについての情報提供の他、城
下町の家並みや史跡、名水の町と言われる
ポイントを案内してくれる「郡上八幡観光
案内人」ガイドツアーも受け付けている。

〈問い合わせ〉
岐阜県郡上市八幡町島谷520-1
☎0575-67-0002

鮎の塩焼きなど、〝清流と名水の城下町〟ならではの
グルメも味わえる

職人町の古い町並み大盛り上がりの郡上おどり
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げ
て
重
石
と
し
（
味
噌
6
t
に
対
し
て
石

3
t
）、
2
年
間
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
っ

て
天
然
熟
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
大
手
メ
ー

カ
ー
の
ほ
と
ん
ど
で
は
巨
大
な
タ
ン
ク
で
大

量
に
仕
込
み
を
行
い
、
人
工
的
に
温
度
調
整

を
行
っ
て
数
カ
月
で
熟
成
を
進
ま
せ
ま
す
し
、

木
桶
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
3
t
も
の

石
を
重
石
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岡

崎
の
八
丁
味
噌
が
大
量
の
重
石
を
必
要
と
す

る
の
は
、
一
般
的
な
味
噌
よ
り
も
水
分
を
少

な
く
仕
込
ん
で
い
る
の
で
、
原
料
に
か
な
り

の
圧
を
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

他
の
味
噌
と
違
っ
て
八
丁
味
噌
が
ま
る
で

粘
土
の
よ
う
に
固
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
す
。

長
い
こ
と
仕
込
み
置
く
た
め
色
も
濃
く
、
辛

口
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
塩
味
は
控
え
め
で
濃

厚
な
う
ま
味
が
あ
り
ま
す
。
大
豆
タ
ン
パ
ク

質
も
し
っ
か
り
ア
ミ
ノ
酸
に
分
解
さ
れ
て
お

り
、
消
化
吸
収
の
よ
い
食
品
で
す
。
ま
た
、

食
品
添
加
物
は
一
切
使
用
し
て
お
ら
ず
、
加

熱
処
理
も
し
て
い
な
い
の
で
〝
生
き
た
自
然

食
品
〞
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
製
法
で
八
丁
味
噌
を
つ
く
っ
て
い
る

メ
ー
カ
ー
は
2
社
の
み
。
岡
崎
城
か
ら
西
へ

八
丁
（
約
8
7
0
m
）
の
と
こ
ろ
に
か
つ
て

あ
っ
た
八
丁
村
（
現
・
岡
崎
市
八
帖
町
）
の

カ
ク
キ
ュ
ー
の
屋
号
で
知
ら
れ
る
合
資
会
社

八
丁
味
噌
と
ま
る
や
八
丁
味
噌
で
す
。

多
種
多
様
な
味
わ
い
が
魅
力

手
間
暇
か
け
た
伝
統
の
天
然
醸
造
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
、
八
丁
味
噌
の
深
い
旨
み

と
濃
厚
な
味
わ
い
。
そ
の
魅
力
を
存
分
に
生

か
し
た
〝
八
丁
味
噌
グ
ル
メ
〞
と
い
え
ば
味

噌
煮
込
み
や
田
楽
な
ど
の
「
な
ご
や
め
し
」

が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
実
は
多
種
多
様

な
料
理
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

例
え
ば
カ
ク
キ
ュ
ー
の
八
丁
味
噌
の
パ
ウ
ダ

ー
を
カ
レ
ー
に
ち
ょ
っ
と
加
え
て
み
る
と
、

そ
れ
だ
け
で
長
時
間
煮
込
ん
だ
よ
う
な
コ
ク

が
出
ま
す
。
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
に
振
り
か
け
て

も
お
い
し
い
で
す
し
、
チ
ー
ズ
と
の
相
性
も

バ
ッ
チ
リ
な
の
で
ピ
ザ
に
加
え
る
の
も
オ
ス

ス
メ
だ
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
楽
し
み
方
が
で

き
る
八
丁
味
噌
で
す
が
、
こ
う
し
た
魅
力
が

中
京
圏
以
外
に
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
い

の
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ク
キ
ュ
ー

と
ま
る
や
八
丁
味
噌
で
は
そ
れ
ぞ
れ
随
時
工

場
見
学
を
受
け
入
れ
、
訪
れ
る
人
に
独
自

の
製
法
や
味
わ
い
を
体
感
し
て
も
ら
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
カ
ク
キ
ュ
ー
は

2
0
1
7
年
、
八
丁
味
噌
の
料
理
や
喫
茶
、

や
き
カ
レ
ー
な
ど
を
味
わ
え
る
フ
ー
ド
コ
ー

ト
「
岡
崎
カ
ク
キ
ュ
ー
八
丁
村
」
を
本
社
併

設
で
オ
ー
プ
ン
。
八
丁
味
噌
の
魅
力
発
信
に

努
め
て
い
ま
す
。
岡
崎
市
に
訪
問
さ
れ
た
際

は
、
ぜ
ひ
奥
深
い
八
丁
味
噌
の
世
界
を
味
わ

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「なごやめし」の決め手
 八丁味噌を知る

中部会企画②

　愛知県の伝統的な調味料である八丁味噌。多くの
「なごやめし」に使われるこの味噌は、まさに「なごや
めし」の味の決め手といっても過言ではありません。
そこで、八丁味噌協同組合を取材し、八丁味噌の歴史
や特徴、そしておいしい食べ方や昨今の販路開拓に
関する取り組みなどについて伺いました。

カクキュー本社屋。
昭和2年に建てられ
た洋風デザインの建
物で、国の登録有形
文化財となっている

木桶の上に円錐状
に石を積む職人た
ち。地震などでも崩
れたことがないとい
う。ここまでしっか
りと石を積むには5
年から10年の修業
が必要「岡崎カクキュー八丁村」の人気メニュー

「味噌煮込みうどん」（食事処休右衛門）

「八丁味噌香る岡崎おうはんエッグカレ
ードリア」（元祖鉄板焼きカレーbyさん太）

八
丁
味
噌
の
特
徴

日
本
の
伝
統
的
発
酵
食
品
で
あ
る
味
噌
。

全
国
的
に
は
大
豆
に
米
麹
を
加
え
て
つ
く
る

「
米
味
噌
」
が
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
、
九
州

や
四
国
、
中
国
地
方
で
は
麦
麹
を
加
え
て
つ

く
っ
た
「
麦
味
噌
」
が
多
い
で
す
が
、
中
京

圏
で
は
大
豆
と
塩
の
み
を
原
料
と
し
た
「
豆

味
噌
」
が
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
に
根
付
い

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
岡
崎
の
八
丁
味
噌
は
、

大
豆
の
旨
み
を
凝
縮
し
た
濃
厚
な
豆
味
噌
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
製
法
は
、
江

戸
時
代
の
昔
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

ず
蒸
し
た
大
豆
を
味
噌
玉
に
し
、
そ
れ
を
豆

麹
に
し
て
水
と
食
塩
で
仕
込
み
ま
す
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
仕
込
み
に
木
桶
を
使
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
上
に
丸
石
を
手
作
業
で
積
み
上

カクキューの工場見学
明治40年に建築された仕込み蔵を修復・
改修した史料館、八丁味噌の薫りが染
みついた古い土蔵と大きな杉桶が並ぶ
熟成蔵など、見どころ満載の「八丁味噌
の郷」を見学することができる。見学者
は味噌の試食の他、味噌パウダーのプ
レゼントも。また、売店には八丁味噌
はもちろん、味噌を使ったお菓子や調
味料などさまざまな商品がそろってお
り、味噌ソフトクリームも味わえる。
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「御殿場市・市名の由来」

鷹
狩
り
の
際
に
使
用
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

御
殿
も
藩
主
が
代
わ
っ

た
際
に
取
り
壊
さ
れ
、

現
在
は
市
内
の
吾
妻
神

社
付
近
に
土
塁
が
残
る

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
吾
妻
神
社
境
内
に

は
「
御
殿
場
発
祥
の

地
」
の
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。

時
代
と
と
も
に
荘
園

は
無
く
な
り
ま
し
た

が
、
御
厨
の
名
は
地
域

を
示
す
呼
び
名
と
し
て

現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。平

成
28
年
5
月
に
は
「
伊
勢

神
宮
献
納
米
御
田
植
祭
」
が
行
わ

れ
、
秋
に
収
穫
さ
れ
る
「
イ
セ
ヒ

カ
リ
」
が
稲
穂
の
状
態
で
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
同
年
7
月
に
は
徳
川

氏
御
殿
造
営
4
0
0
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

御
殿
場
市
は
秩
父
宮
記
念
公
園

を
は
じ
め
、
キ
ャ
ン
プ
場
・
温

泉
・
ゴ
ル
フ
場
・
乗
馬
等
、
自
然

環
境
や
景
観
を
生
か
し
た
施
設
が

あ
り
、
雄
大
な
富
士
を
眺
め
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
・
活
動
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

御
殿
場
市
内
に
は
「
富
士
山
」

「
御
殿
場
」「
み
く
り
や
」
に
ち
な

ん
だ
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
御
殿
場
市
に
お
出
か

け
の
際
に
は
「
ま
ち
な
か
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
八
箇
所
め
ぐ
り
」
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

静
岡
県
東
部
、
富
士
山
の
東

麓
に
位
置
す
る
御
殿
場
市
。
人

口
は
約
9
万
人
で
東
京
か
ら
約

1
0
0
㎞
の
距
離
に
あ
り
、
首
都

の
経
済
圏
・
通
勤
圏
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

戦
国
時
代
、
こ
の
地
は
駿
河
・

甲
斐
・
相
模
の
境
界
地
帯
と
し
て

幾
多
の
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
関
ケ
原
の
合
戦
に
勝
利
し

た
徳
川
家
康
は
征
夷
大
将
軍
と
し

て
江
戸
幕
府
を
開
き
、
そ
の
後
将

軍
職
を
辞
し
駿
府
城
に
移
り
ま
し

た
。と

こ
ろ
で
、
市
名
の
由
来
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

御
殿
場
市
の
市
名
は
、
徳
川
家

康
が
駿
府
と
江
戸
を
行
き
来
す
る

途
中
に
休
息
・
宿
泊
す
る
た
め
に

御
厨
（
み
く
り
や
）
の
地
に
「
御

殿
」
の
造
営
を
命
じ
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。
御
厨
と
は
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※本誌に掲載されている会社名及び製品名は、
各社の商標または登録商標です。禁無断転載

表紙の写真 MJSより
製品解説から経理体操まで
YouTubeで動画を配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

　徳川家康の命によって建てられた名
古屋城の一角をしめる本丸御殿は、1930
年に天守閣とともに国宝第一号に指定
されました。戦時中の空襲により残念
ながら焼失してしまいましたが、2009
年から復元工事が開始され、2018年に
完成しました。本丸御殿の表書院の中
でも上段之間は、床（とこ）と違棚（ちが
いだな）、廊下側に張り出した出窓のよ
うな付書院（つけしょいん）、華麗な襖絵
など正式の座敷飾りを揃えています。

「名古屋城本丸御殿の
表書院・上段之間」

（愛知県名古屋市）

【お申し込み先変更のご案内】
毎月募集しております歌舞伎座のペアチケットのお申し込み先につきまして、
従来ご案内しているFAX番号に変更がございました。ご不便をおかけしました。

（従来）0120-369-711　⇒（変更後）03-5360-3430

吾妻神社にある「御殿場発祥の地」の碑です
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「テレワーク」
FortiGateで実現可能です！

働き方改革で注目の

テレワークとセキュリティを実現！

一歩先の「ニーズ」を満たすネットワーク構築で
私たちは未来をカタチにします。
FORTINET社認定サービスパートナー

本書に記載されている会社名、製品名・サービス名は各社の登録商標または商標です。

ファイアウォール

オフィス

専用ソフトウェアを
インストール

FortiGate のリモートアクセス機能で在宅勤務や
外出先等でのテレワークを実現します。

外部からの不正アクセスを防御

アンチウイルス
ウイルス等による攻撃を防御

アンチスパム
メールを悪用した攻撃を防御

危険な
webサイト

ランサム
ウェア

なりすまし
メール

マルウェア
ダウンロード

リモートアクセス

自宅や外出先
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